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28･イエバエto Di)T にたいする抵抗性の変動につV･.て｡殺虫剤の生物試酢 かんす ′

る研究.弟13幸弘 長沢細大 (東都大学化学軒先所武居研究室),26.9.7受m
J i -

Ⅰ 緒 . 言-.
殺虫剤のみならず,粒々の刺戟湖をもちいての_EF_狗

訳的結-3ミには,供言華F=物の選択,内苑など材料にかん

する訳述と,WulTl,方法など試験法に∋LS･詞する醜芸と

がこPなかにふくまれていて'きた物試験を成功に卑ち

び.く穿談は,こうした訣苗の院内とな8'変災要田をい

かに･して調処し.その説益を殺小取にとどめ'るかの問

掛 こ帰茄するO今回課鼎 ま後耕あを輔灸法にかんする開

祖は一応解決されたものーとして,前薪供純 巨物の飼菜

に関聯する一一回の祁罰をと'りあげ,ここに言論ずること?

と●した｡本文にはいるにさきだち..m･究に終始多大の-

榊班宜をあやえられた大野稔耽J二･ならびに実験の助 ー

カと数lllfの計井にお力せられた苦.･'信乳 柴田砂附子の

岡城に況茜の謝意を試する次恥である｡なおこの研宛

は昭和25年度文部省科学研究粥の助成にその一部を負

っているo痢瀧 して冨射志をおしたし:｡

ⅠⅠ 実 験 材 料

(I)供試那 J｡供託が ほ しでは米国の Carolin十

P.vrophyllite_Co･I_=おt二て精製せられた Grendon,
N.t.正の Pyrophylliteをm作とする Z,,Z･'-DD

T(mp.107-10弓○)の 5,00'粉剤をもちいたo粉剤7)調

瓢tT'enzolによbて所穿ru･の ♪,J･'-DJ)T をとか

しこれに Tylcrの把!･)ft!.筋 323meshを凪過した'Py-

rophyllitcを所要m投入し,鼠HLに-ぉいて bcn,zol

を相関せしめたのちi.ふたたび解押して 325mさsh7)-

ny7'己公に迅退せしめる方法によった｡

(2)供拭昆虫｡供拭It虫としては偶発培a宅と小変粉 .

の糊をもってC･11打LIた (エバェ (M L,SCふdo",estz･ca

I..)のmlヒ筏4乃邦r'日rlゐm体をもち､一､た｡ 飼-ff

特娘ま大作 Gm(Iy･7)のそれに叩じたが,巧日群即の

■
掛 萄液をすこしづつあたえるととなく;はじめに大洗

の酵母を投入するにとどめた｡その-JJ-UT'の大射 ますぺ

て長沢 ･泣W,.59)によってのべられているが,'傭 (水

分含和正約70%)1r)00gにど-ル酵母約 30gをいれ

てまくか_きませ.これを内径 14cm''高さ tJctiI'のガ

ラネ胡ポットに水 150ccとともにいれ,血虫的 ,200 ▲

m休帥 晒 しうる脚 11の輯兆としたoL申し培祇とな

るJ.(.3矧ま同一偶のものでもその健瀧状態,飼料の柾ヲ弘
労役の転茄などによって.日によりかなりの益虫があ

り,そこに(_わえる水のn.もたえず加減する必要があ

って,他の刑部 .脚 の均分のごとくそゐ割合をある柁

皮まで塊Etl出することは,成城の温湿壁を一応考慮の外

においたとしてもむずかしい｡ーこれが抵抗性に変動を

きたす爪要な'tl-tっの好例 となるもの■とかんがえられ

るが,くわしくは後節にお七･七考察したい｡なお飼育

環境の温度は,でき-5る'かぎり300滴 皮は52%内外を

たもづようところがけた｡.また供孤 出はおなじ日た

弼市をはじめたポット郡からひろいあらめた抑えひと

つのTuにいれ,それから羽化したものをもちい他の随

の-JlエバェをJ.･なじ日の発給にもちいないようにLl.

大きさもできうるかぎ()そろったものをえらぴ,.過剰

な賂臥照度乃煎榔 ▲ぢ水分の不足などに?.別 して31-･.じた･

倭少な個体や.党苑の過多などから_～:ずるものとおも

われ-a特別大型な偶作肝は,実験にもちいないようあ

らかじめ選択をおこなった｡

lII実験貰畳と方法

実験炎琵方決とも,'さきに長沢 ･~高野lnJがt/るした

シリyダーをもちいる撒粉降下装置法にしたがい,終

始処理ih'iUi･を 0.1gとして,温度 200-内外力田温第

円でおこなった｡指標としてはーr)T)T-の招姓に覗朴
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して終蟻に落下仲宿*する遅地をもってし終局におけ

る致死率にはよちなか?た｡なぜならば,.上述の方法

に.よ?て搭下仰威した個体は,ふたたび正常の姿態に

かえることなく.'.要千の時間的の差こそあれ,-掛 こ

死滅して判然とした墓巣をそこにみいだすことが内郷

であったからである9ーなおらの実験は坊1蚕にしめし

たごとく,昭和25年11月24より261F･4Ju2日にいたる

糊問においてh:こなった｡ ′

′ 一 て ･lV_実 験 結 果

究鹸F]hlJn=-9,9'-DDT5%粉剤の処理時間 (T)と'

放i'Hll'仰庶出数甲(YK)との関係を求,示すTDlと第 1米

のごとくである｡_

Y一考 察 ･′

約1炎の結果の考察を容易ならしめる手段として,

まづ鴫剛 Tをその対数.tに,､致落下仰席虫琴率 YA･

な nliss31の probityh,に変換して,I,坤.7°放落下仰

刷 l歓呼呼泊旺固府税の方程琴_ヽ
yh-5+a.(i-fc)

をもとめ 'Jと∴その結果は約2蕃主のごとくである｡こ

ちで も･は沖先供で, 致落下仰 宏虫敷革分布此娘のモ

ーrの仙ゐ対数, その辺関 数値 Po'-log-1feは中火

致浦11'仰揺時間,lb｡ほ致落下仰融 搾 , すなわちも

♯汚下仰按とはknockdolVnを邦訳したことばであ

るが,.伏試長Bi-が殺虫剤の被諒によって戚梓を.dtL,

港蛭から辞去に落下してあわむけにころんだ状乱 す

･なわち 】くucl̂en･lage, do/rsal position,仰臥,

iF位の肋態をしこぅのt･あって,で去うれはチッカオウ

子 ソとよんでほ･しい｡元木仰の字は醍菅,異音いうれ

IこI叫 てヽもオウという菅よかはなく, ギヤウ. また､

はガウである.那, ギヤウテyとよむと, 非常にかど

7,いたと巷の仰天に混同され,たまたまびつく7):Lて

ころんだようrl._竜こえるため,あえてオサテンと盃持

上かたしたのである｡ なお knock dolVnPercen-

t.lgCをただたんに落下率とよんでいや人もあるが,

滞下の状態だけではすくか(ともイェJIェにおいては

有効既S:判定するよい指槙と.はなt)がたく,仰転の放

'潜ま･(･ナナめてみる必嘆があ1),仰樽Jb重これに効似一

?ことばは,どうしてもこのなかにか昧する必要があ

るのではないかとかんがえ7:いろO額:虫軸の生物試験

は大体苛剤を主体におくたてまえから,聾者はこれに/
敦の字をつけて,まえまえから致落下仰軒虫数率と･よ

んでいる｡･有脊#)戟竺与るものでなく,ひとりでに落

･TL.仰転したも.のには敦の字S:?ける必要はない.致-

稚和 事たいJ-て軸処理対凧区に糾 ナる死亡率&.筆者が･

5桝 申とよんでいるのもかなL･現出にJもものである｡

tii･.･
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とむる同情直税のTfJ倖数も その逆数1/bo-U. は変

換された抵抗性の正規分布曲鴨の標準嘩益で奉る｡

節2衰においてみちILるように,同一鞍剤をもちい

ても致落下仰据能率 b｡ほ抽出誤差の範田をかなり大

-きくとってもなお平行とみなせなし､ものがあり,､日に

よりある程定の相違のあることはまぬがれないが.や

はり≡筑基の最小である中央致落下仲居時間ひとつをと

'ってこの場合は考察をおこなうこととする｡節2炎の

中央致落下仲居時筒指数 す,または中央致落下仰転時

間 デ を従軸にとって桟軸た実験をおこなった日をと.

..).その陸標をむすぶと第1Egのような結果をえる｡

一一すなわちかなL)その抵抗性に変動があることがうかが

i氷 る○同一鞘剤をもちLL､て同一条件にお､:て,一定

の試験法によってえられたと牧苛した結果がこのよう

｣こちがうことは,いつに供試昆虫の上にその際因をさ

ぐちなければならない｡

ま:3'第一にかんがえられることは,幼虫の培誠とな

った鵜糞の性状であるこれはさきにものべたように同

一.鴨の場合でも商科の柾鼠 髄淡状鼠 労役の軽爪な

どによってたえず均一なものをもとめることは閑雅7:I

ある｡結局猫糞培誠の方法を放して.常時比較的均一

こ な状態におしこて供給される豆隅粗 くおから)のような

ものを増誠の拓料 とするか,/または NAIDM S封)

における士とき人士の配合飼抑こ依存する方法をとら

なければ,こうしたもつとも大きい誤差の原凶を叔少

恥に'(いとめることは閑雅であろう｡

q また喝娘トに授与される酵母Z)鮮度も形部し,長和

にわたる作存FH･3-酵母ゐ位矧も 後刊こなるにし滋が･

って攻防に発育が思わしくなくなり,なお長即 Jを-

て刺戟典を発し熱褐色に変じたものではずった(.その

飼執ま不可f泊ILこなってくるから.これもまた抵抗性に ~

変動をもたらすひとつD原因とかんがえられる｡.

増益巾にくわえ声べき水分の畠によって-工の発軒

･､がいちぢるしく左右されることは･さきliS ･満 目)ち,,
･.のべたところであるが,堵述中の水分不足は与とに位

少個確を生ずる仰向にあt),-出 た性はいちぢるしく萌

化されたものと考えてしまう原園となす うる｡-しかし＼

埼基となる馬我そ留もの7)水分合畠が,別こよりかな

L)の相違があ声から.そこにくわえる'べき水分丑を親

定することは閃難で,その時の性状によっ亡きの正を

､加臥 扇ナればならないL.-才た飼育糾 旨の形状その

他の環境条件によってもその虫を考艦する必安がある｡

抵抗性に変動をもたらiづこきな原因のPとつは,供与●/
水分の間超で,実際は跡 こよってその適正をきめる以

外にない. N.AlDMl'法lSおけるような割合均一な

一定の配合堵基においてさえも,あえてその給水正を

明記しないことはこの辺の祁項をものがたっている○
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tL!.EL幣皮の開祖も,特訓 1における幼虫軌 飼育穏

巾におけ.TD成山放ともに拭蛤時における抵抗性 !多分

lに支配するものとかんがえられる.増誠中の高密度は

倭少偶作の庄山を51ながし.成州 毎卯 3ける粍皮過剰

(i,,釈放にもちいる的すでに多数の皆占柁佃伽 ;あらわ

れるから. N̂ IDM 法1)のように前視のfLF.払冊腔を

もとめてあたうかぎりこ柑こ準ずるように飼育をおこ

なう.必要がある｡'

なお鴇生虫の開祖であるが Nasom'abrevz'coyllJ'S.

ShL7ZL7"giL7WttLSCl'danL〝L.Cltalc,'ssp.のように,こ

れに紹出されたものは読三先に死滅するものはすでに開
化外でらるが‥E結桝 誠･IIによく発iL:する祷iE性のダ

ニはflockcnyos,6)1くichardsonlJ)ものべているよう

_)こ,成虫の的耶 】戯fgJ'の1.1即シ封印の韮節との環節問
完熟 または抱のづけ取などに･71LLEL,多いときは.1匹

のハエに4昭 以上も寄生し そのため成虫ほも'ちぢ'る

､しく.抵抗性が毒削ヒし,ひどくなるとまったく殺虫試験

には不堪卦こなって来る｡供託昆虫の抵抗性かなくな

-つた際はこの点ゐ原因をもた亡かめてみる必要がある

であろ う｡l

ーなおこのほか成虫矧こおけ畠餌の妖鼠 す̀な11もち誰

ノ
16:!



ノ
ヽ

防 虫 科 学 節 16班 ′

Table2.Characteristicsofthetime-knockdown regression lSOd o sesoneachdate
/

representtestsonasinglecage.

U

Sl
申

坤

町

･

]
'竜

一

.

I
.P
1 一 拍血 efexpeTim b

-,_Fig.1.

Fig.1･Fluctuationofsusceptibilityof
comtrtonhouseflytoDDTreFrCSentipJrr
th-cmcdianknoごkdowntime.､ l

J紬'･もちいてt､る小変粉の糊のようなもので隼 締製
'少食のたかいriだなものをもちいればもちL,.るほど,

す えって紛糾容認にいれた帆 .環境6?温浴圧の閑陣も

あるが.)こェが容易に辞食できない程皮に被脱をつく

-ってすみやhlにふゎいてしまち切細 ;往 に々してあり,

･給田･なおこ.なわなし､もの,tおなじ結末を招来して,結

局抵抗性をよわめる尉因ともなるi

また飼削 1乃至ユ試験施行のハ.Lのとt)-あっカ.,い方

も大きく影響するこな~ぉ聾者は同一日に飼育をはじめ,

たポット群から毎化した個触 ,大作全瓢二相 こして一

試験にもちいたが.また飼育や,'ト別にみてさえ抵抗

性に相違がある与ZjよMiller&SiI甲ntOn7)が11旨摘

164 1
＼

しているゆえ,こう.I..たことにも充分なる往ながは.ら

あるべきである｡

なお臭の抵抗性?変動ではないbTl･,'榔 組 合の状態

において生物試験をおこなう際は,lその性比をひとし

くとらなければならないことはすでに報じられており.

(Bliss,4)Miller&Simantor),7) Murray,8)長沢

投射 )イよ-.叫こおいてほほとんどの窃剤にたいして.

雌 ま雄よE)も抵抗性か大体においてつよいから.(衣
沢12日37).もし雌の数を多くとって殺虫試欧をおこな'ぅ

と･結琴において抵抗畔がつよい数値がえられ.江村
の場合は抵抗性が弱化したとあやまって考えやすいこ･

ととなる点注志すべきであろう｡

このように数年問の累代飼育によって,ある程姥系

統を純系化したG:のについて.その飼育環境条件を-A

･凪 こたもち,できうるかぎり牒準にちかい巧法で飼育

:し,羽化したもあについては,あらかじめ体収のそろ

った個体群をえらんで,佼小個体の泣入する飼ff災団

を国禁し.羽化後の日掛を規定して,ひ主っの1-urt剤に

ついて碍畔の方法で試験したと仮定しても,なお抵抗

性に変動をもたらすEl:凶は多数存在し,われわれのは

い かりうることのできない手妙 な変央要因がこれに閑聯
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していも｡それゆえ,これを位少取の訳述にとどめて

おくた桝二は,やはI)まづ81:打はなるべき飼育条件方

淡を胴 mこ･;JL'i!する必労がある｡飼料こ轡 な飼料容

桝の.荘川も広柵 になさなければならないのは勿論であ＼

る｡かくして飼打羽化せしめた成山にたいしては,あ

らかじめ脚 哩の粥的-JJ･.uiによって脚一切矧こたいすも

拭抗性を故p-ji!L!,さだめられた棚 完性の和田を逸耽し

たものはこれを開票する方法をとるべきである｡こう

した施策をとるためにも標準となるべき公定の試験用

殺虫剤の設定は必緊の問題である｡ '＼

米国の NAiD吋 が家庭用殺虫剤の公定試験法と

して採用した Peet-Grady法1)tにおし丁でもちいられ

るイェ,,'.Lは,年1回 NAIDM の監督のもとに混合`

引 Lたひとつの軍統であるが･培張の飼料も/Ralston I
PurinaCo.,･St､Lollis,Mo.が NAIDM の処方

≦掛こしたがvD-{年4回独占的に況合調製したものであ

り, つけくわえ るべ き酵母の供給者も StabdardI

Brahdslnc.に指定され,ちらにこれには詳細なる飼

､背の標準条件が堪忍されているのであるが,恕矧 こt

れにしたがつ七飼育郷 ヒせしめた供託昆虫は,なおの

ぞくことのできない要囚によって抵抗性がかなり相荘

することを考rf宜.して,供託昆虫はオ射ヒ後平均4日をへ

た位全な偶作であるこ･と.そして羽化してから3日日

までのもの,ま村ま6日後のも0.を況じておらないこ

と,Peel-Grady法によって試験した場合 OTl(0ト

fi･･ialTestInsecticide) にたいし130,持 55ziの
死出率をしめすような抵抗性をもつイェJ(王であるこ

と,こうした裁定がもうけられてい ろ｡､同掛こして

NAIDM が暫定的にさだ裕た aerosolの試験法2)に -

おいでも.そこにもちいるイェバェは Peet-Grady

法において嬰求されている却rBの上に,さらに10分後 ･,

l子おける落下仲宿虫教卒が約95%であるような系統を -
もちいるべき一項がつけくわえられている｡･

なおここで供託イ工,(ェの抵抗性を,できうるかぎ

り摂御 こちかい状態において連続供給できるよう,現

今工業胡品の生窪に'おい七採用されている品質管理の

約也を,この大漁累代飼育ゐうちにとりい才Lることは,

一見可r旭のようにおもわれる｡しかし上述のごとく抵

抗性に変動をもたJらす安田の托矧まきF,めて多く.な

おその上,娩正しえられない変只朝田を多くふくむ_近

物の飼ffに.どこまでこの論法を退けJLでよいかは.

今後の研究によってきめなければならない｡ことに誰

･Rが現/臼Sこなっているような.tL流桔JlSDjF法にあっ

ては,向背の当抑こさかあぼってその原田をあろ程躍

たしか平,えたとしでも一･それとT.-1卜 の培娼原をふたた

びもとめることは辞易でないという批点にすぐっきあ

たるのである｡こ■の瓜配合飼料をもってする方法には

_)1

ヽ
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遊脚性が拡大されるものとかんがえるが.いづ九にし

ても飼育にカさんする桁輯なる記銘の集位をえた上で左
内 Lは,背理V)方法を結論づけることは困灘ではなか

ろうかと考えられ考｡品質管理の詩法ン供琴曲 iの大

正累代飼育のう●ちにとりいれるこ与の可否の考熟まさ
ておき,現在の段階においでは監準殺虫剤をもちいて

その抵抗性を検起し,不合格群は粟却し.{ゆくフi法を

'とろのが.やは()安全安当なひと1っの道とかんがえら

れる｡

以上のべてきたところをかんA.'･えあわせるとき,斑

多の変Ea･要因を臓する出物拭験は,決してたやすくな

しうるものでなく,ことに供試昆虫の選択はね分これ

をおこなうようこころがける必嬰があり,そうした供

託昆虫の脚 唯 を規正するためには,そ年よりどとろ

となるべき公定の控準粥扱耶殺虫剤の設虚が,何より′

も大切であると結諭される｡ .

ⅤⅠ 摘 要

本節におし!て雄者は,侶桝 鵜の方法によって飼育

羽化せしめたイモJくェの,7)T)Tにか ･する抵抗蛭の

変邦を落下n'厭の遜唖によってヲ試食究明結盟をLblかげ,

かかる変動の虫来すろ1,6偶 を考烈し.殺虫剤の生物試

験に伏せられる昆加の脚呼kを規正 rろためには.是

非ともそのよりどころとなるべき公淀のfn.即桝験用殺

虫剤の設定が必闇であることをのべた｡.
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Inthepresentpaper.thewriterdealtwith

thefluctuationofsusceptibility ofth占com-

-monhollSefly(MuscadomesticaL.)toDDTpow-

der and attempted tosI10W.COrrelationbe-

tw:enthisfluctuationandsomefactorsorlglna-ヽ

tingintesLinsect.Theロ,theWritertJrged

thattheestablishmentofofficialcontroltest

insecticidelsabsolutely･necessarytoprovide

-thestandardizationoftest_insect.

Compari印nOftheToxicityof.PyrethrinsandAllethrintoPtlPae-oftheCommon

EotlS.eⅡosqtlito (CulexPipiensvar･palZelZSCoQtmLr;TT).一正StudiesintheBiological

Assayof-InE'ecticides･ⅩV:StlmioNAôsAwA,.YuzoIyOUFJ& Sadako SIImATA･

(TakeiーLよboratory,Id占tituteforCrlemi去alResearch.巧yotoUniversityJ.Takatsuki,′
0わ甲ka)･ReceivedSep･7･1931･BoEyu-KagahzL16.166,1931,(withEnglishrdslun;6.169).

29･'ァヵィェの矧 こたいする PyrBthrin声とAlle,thrinの毒力の比軌 殺虫剤の生

物試鹸にかんする研究d第15報.長沢純夫 ･井上雄三 ･柴田砂田≠ (京都大学化学研究折軒

一居研究室)26.9.7受理｡

, Ⅰ 嘩 言
ヽ

1949iFLaForge一派によってはじめて合成に成功

した pyrethrins型化合物のひとつであるallcthril1-

-については,現在なおおゝくのひちびとによってあら

-ゆる方田から枚討がくわえられつつあるが,J今回第着

.らがここにしろそうtlするところは,-これを乳剤の形I

偽において使用した場合のアカイェカの輔にたいする

巧力を,天然のpyrethrinsに比映したひとつの実験

結果である｡本文にはいるにさきだち:斑菰なる御助

雷と紺 旨等をたまわった大野稔時士に況甚の謝意を表 ､

し,あわせて御助力を図った研究宝の各位に厚く鳴謝

する次茄である｡_なおこの研究は文部省科学研究頚の .

一部によっ{おこなったものである｡ ー

~ⅠⅠ 実 験 材 料 . ､

(1)供託薬剤｡こ_の実験にもちいた:pyrcthrins∫

lt天然除虫菊中から抽出したものを nitromethane

で相知してえたもので,benzol法により泣虫した結

_凪 t.pyrcthrins(cinerin)-Ⅰ35･'01%,pyreJ.hrins､∫

(cincrin)-1Ⅰ63.30%-の況合物である｡またalleth- ー

rin.･は当研究室におし:て合成した, _d.1-, ds-,

trans-況合物でその純皮は96乃至97%である｡なおこ

-こで allethriri'なる名称は.-＼penick社のallylho-

mologuelofcinerin-Ⅰに対する掩品名であるが,､こ

の allethrinは当研究室で合成した allylhomol0-

㌢ekeO,i.sc3nn:ri75-,I:,忘tP.≡-ao,S鷲 莞 :t霊 : -

_, 七10%とした｡.なおここにもちいたkeroserleは疏酸

処理沸点200_2200の間の潤分のもので,petrol;ユSe

は･Pennsylvania Refining C9mPany の製品で

No二1.Gz:adeA‥に尻するものである｡
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(2)供試昆虫｡本実験にもちいたアカイエカの矧 t,

高槻市内の排水掛 こおいて採集した卵を実験室で好化

せしめ,追尾 9cm,改さ.4cm のS/ヤLt,に約50四づ

つい才比 ,ビー'L･酵母を餌として飼育したもの.{･.罪

験には20時間以内に蜘化し串ものをもちいた｡飼打水
弧は20土2oCであった｡

ⅠⅠⅠ 実･嘩方法 ′

怒径 9cm･一控さ4cmのS'ヤーレIも供託染剤 200cc

をとり,これに供託昆虫10個体をいれ,成虫羽化の初

級により生死の別を記錨する長沢6'.o方法によ?たふ

実験は11範剤について6段階の稀釈溶硬をつくり.1

稀釈溶液について12回の,都合720甲について5,=な

った結果を錨計した｡この寛政は昭和26年6月20日よ

I)26日にいたる期間にお㌧･七おこなったもので.突放

時の水温は 20土1oCであった｡なお如処理対.qEt区と

して水のみについて12回の,合計120四をもちいあわ

せてその生死を観察した｡

lV 実 験 結 果 二

pyrethrinsp;allethrin両乳剤の稀釈碇 (V)と.

致死率 (P) との図時を衣示すると.弧1表のごとく

である｡なお地 理対照区における籍確率は0であっ

た｡

V..考ー l 察 J

節ほ の･C-一幸 ×107す坤 ち pp- の即 をも

?てする魁 正をその対数 C=logCにおきかえて硯軸
にとり,致死率 Pにたいする正卿日当伯遊(normal

equivillentdeviation,N.E-.D.):L･を縦軸にとっ

て,紐 致死率 (cJL･)回府税をえがくと,約1図の


